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はしがき

足尾鉱毒事件から福島原発事故まで、大規模な公害・環境問題を発生させ

たことが理由で大企業が倒産した事例はほとんどない。熊本水俣病問題や福

島原発事故では、新たな制度をつくってまで国による加害企業への支援が行

われた。こうした傾向ともかかわって、公害被害の補償・救済には一つの特

徴がある。それは、被害規模に応じて賠償額などが計算されるだけではなく、

逆に、加害側の条件（支払い可能額など）によって被害が切り捨てられる例が

少なくないことである。

そうした逆転が生じる理由は、公害発生の構造とも重なる。大きな公害は、

一夜にして発生することはほとんどなく、爆発などの事象は短期間に起きた

としても、それ以前に小さな被害や警告などが存在するのが通例である。だ

が被害が起きても捨て置かれてしまう、その延長線上に大きな被害が生まれ

るのであり、その図式については、加害と被害の両面で構造的な要因が指摘

されてきた。

問題が社会的に認められ、解決への方策がとられるようになってもこうし

た構造的要因は残り、被害者の救済よりも、加害企業の存続や国の責任回避

が優先され、被害の切り捨てにつながるのだと考えられる。

本書で「放置構造」と呼ぶのは、こうした切り捨てが当然のことのように

定められていく状況である。「構造」というのは、すべての被害を放置する

ような構造があるという意味ではなく、被害構造・加害構造の影響を受けな

がら、どの被害をどのように放置していくかを決める構造的要因を指してい

る。第 1 章では問題解決と放置構造との関係について、こうした仮説を述べ

ている。

ただし、本書は、放置構造を実証することを目的とはしていない。放置の

深刻さとしては水俣病未認定問題やカネミ油症の被害救済問題などの方が分

かりやすく（宇田和子『食品公害と被害者救済―カネミ油症事件の被害と政策過程』

2015 年、東信堂、などを参照）、近年見失われつつある問題としてはダイオキ
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シン・環境ホルモンなどもあるが、本書で着目する事例は、放置構造の影響

を受けつつも、特徴的な解決過程を歩んだものである。

加害側の視点からは被害や解決を単純化して、「経済成長の負の側面とし

て、深刻な公害に悩まされましたが、力を合わせて環境改善に取り組んだ結

果、きれいな空を取り戻しました」といった認識の方がわかりやすい。だが

現実には、解決も被害と同じく複雑な多様性をもつ。したがって、一方では

放置構造の変革を試みつつ（そこに飲み込まれてしまう場合もあるが）、他方で

はその現実の中で可能な救済や対策の方法を探る、という社会過程としての

解決過程に着目する方が問題の再発予防には役立つのではないか。そうした

観点から第 2 章から第 9 章まで、多様な事例について考察している。

たとえば、イタイイタイ病訴訟後から 40 年続いた運動の成果として 2013

年に神通川流域カドミウム被害団体連絡協議会と神岡鉱業がむすんだ「全面

解決」の確認書である（第 2 章）。あるいは 1960 年代からの新産業都市開発

による大気汚染・海岸埋め立て反対運動をめぐる被害放置や運動の成果と、

1990 年代の「関あじ・関さば」のブランド化との関係である（第 3 章、第 4 章）。

こうした歴史的な事例に着目した理由の一つは環境問題における日本の特

徴を見直すことにある。公害発生や被害放置は他国にも共通するが、その中

で関係者が運動や問題提起や記録を長く継続してきたことは、日本の環境運

動の重要な特徴といえる。

同様に、アスベスト被害をめぐる放置も各国に共通するが、それについて

の対策には日本独自の特徴があり、それは日本の公害対策を再評価する視点

にもつながる。もちろん、評価すべき対象だけが浮かび上がるのではない。

その対策を見つめなおせば、零細企業にかかわる人たちのように公害と労災

の間で救済から漏れてしまっている人たちに気が付くことにもなる（第 5 章）。

以前に救済できなかった事例が、数十年後に類似の問題の早期解決につなが

ることもある（第 6 章）。

国際的な水銀規制の条約が「水俣条約」と名づけられたように、日本の公

害対策はグローバル化の中でも重要性を増している。途上国をはじめとする

世界的な環境汚染被害の深刻化につれて、日本の公害経験と環境対策は注目
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を集めてきた。また、地域の歴史的な取り組みがグローバルな展開を見せる

こともある。たとえば、宮崎県の土呂久慢性砒素中毒では長く被害放置が続

いたが、その紛争が解決した後、その支援者たちが、公害経験を生かしてア

ジアの途上国での支援活動を続けている。最近、その成果を歴史ごと次代に

伝えていこうとする動きが宮崎県全体として起きつつある（第 7 章）。

他方、グローバル化は世界規模での格差・差別とも重なり、それが大規模

な環境問題を生む原因にもなっている。アメリカの多国籍企業とインドの貧

困層との間で起きたボパール事件はその代表例である。この大きな格差は世

界規模での被害放置をもたらし、ボパールの被害地域では今なお苦闘が続

いている（第 8 章）。現在では、それにたいする国際的な支援運動も展開され、

多国籍企業の責任を環境正義などの観点から追及している。そこには、目の

前の紛争が収まれば解決、被害者が契約書にサインすれば和解、という終わ

らせ方ではなく、正義にのっとった環境問題の解決への志向が見られる。

このように地域レベルの環境汚染であってもグローバルな文脈で考察すべ

き問題について研究関心が高まっている。そうした観点から日本の公害解決

過程を見ようと試みることが、本書が放置と解決との動的な関係を重視する

もう一つの理由である。今後の動きへの模索も含めて、本書の終わり近くで

は、福島原発事故をめぐる解決過程・帰還政策について、環境正義との関係

を含めて考察している（第 9 章）。
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